


【川崎市立橘中学校案内図】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス停
橘出張所前

武蔵新城駅

ＪＲ南武線

至 武蔵溝ノ口 至 武蔵小杉
ローソン

正門
新
城
公
園

宮崎医院

橘出張所

川崎市立橘中学校

【交 通】 

●ＪＲ南武線 武蔵新城駅 徒歩１５分 

 

●ＪＲ南武線 武蔵溝ノ口駅 

 東急田園都市線 溝の口駅 

溝ノ口北口 バス８番乗り場 

 ＜東急バス＞【溝２２】「梶ヶ谷」行き 「橘出張所前」下車 徒歩１分 



 

 

 

応急給水拠点の整備について 

 

１ これまでの取組 

本市では、平成２５年度に応急給水拠点１３９か所の整備が完了し、市民の方々が御自

宅から半径約７５０メートル以内で給水が受けられるようになりました。また、応急給水

拠点以外でも、被災状況に応じて、約１００メートルごとに設置している消火栓を利用し

た臨時給水拠点の開設が可能となるよう、必要な器具を備蓄しているところです。さらに、

地域防災拠点である市立中学校や一定規模以上の医療機関等の重要な拠点への供給ルー

トの耐震化を進め、平成２５年度に完了したところです。 

 

２ 新たな取組（小中学校の水飲み場を利用した応急給水拠点の整備） 

このたび、新たな取組として、応急給水拠点の利便性を高めるため、「川崎市水道事業

中期計画」に基づき、小中学校などを対象に、応急給水器具を組み立てる開設作業が不要

な応急給水拠点の整備を進め、より迅速な応急給水の実現を図ります。 

  【小中学校の水飲み場利用型】 

市立小中学校等にある水飲み場を利用し、地震に強い給水管を整備することにより、

通常時は水飲み場として、災害時は応急給水拠点として活用します。 

整備数：年間１０校程度 

参考資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの主な危機管理対策 

 

生命維持に必要な 

「１人１日３リットル３日分」

を備蓄する広報の推進 

●広報活動

 
●応急給水拠点の設置  

市内全 139 箇所整備 

 （貯水槽等 31 箇所含む）

 

市内全 31 箇所整備 

 （貯留管 6 箇所含む） 

●災害対策用貯水槽の整備

市立中学校 全５２校への供給ルート耐震化 

重要な医療機関等 全７７か所への供給ルート耐震化 

●重要な拠点への供給ルート耐震化 

小中学校の水飲み場を利用した応急給水拠点の整備 

市内全１３９箇所

拠点の開設イメージ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＲ看板イメージ 

ＰＲ用看板イメージ 

  地震に強い水道 

じしんにつよいすいどう 

地震に強い水道
じしんにつよいすいどう

    

・水道管の耐震化が完了した市立小中学校等にある水飲み場を利用 

・水飲み場まで新たに耐震給水管を整備 

・通常時は水飲み場として、災害時は応急給水拠点として活用 

イメージ図 

水道管の耐震化が完了した市立小中学校等 

新たな危機管理対策の取組 

東日本大震災を踏まえ、応急給水拠点の利便性を高め、より迅速な応急給水を実現 

●小中学校の水飲み場を利用した応急給水拠点の整備 


